
飛騨農林事務所の普及活動状況（飛騨版） 
平成 30 年 10 月 31 日現在  

■水稲 日本一の産地を目指して 

 本年、飛騨地域では全国最大規模の米食味コンクールであ

る「第 20 回米・食味分析鑑定コンクール；国際大会」が 11

月 26 日（月）に予定されており、そのプレ大会として「第４

回飛騨の美味しいお米食味コンクール」が 10 月 26 日（金）

に高山市民文化会館で開催された。 

今回は過去最高の出品点数を記録し、厳しい予選を勝ち上

がった上位 15 点で最終審査（官能審査；実食）を実施、金賞

５名を決定した。その他、中山間農業研究所等から基調講演、

講習会が行われ、11 月に開催される国際大会に向けた生産者

及び関係機関の気運の向上に繋がった。 

また、農業普及課は大会成功に向け、良食味米生産の指導、出品の勧誘を行い、当日

は大会スタッフとして支援を行った。 

 今後は国際大会に向け、出品勧誘、当日の運営支援、さらに次年度以降の良食味米産

地づくりに向け、関係機関と連携し、支援していく。 

 

 

 

 

 

■イネＷＣＳ 自給飼料生産法人に対してＷＣＳ用稲の栽培・収穫技術の指導 

10 月４日（木）に飛騨市において、農業普及課と連携し

て農業法人、ＪＡ他に対してイネＷＣＳの栽培方法と収穫

調製技術について指導した。  

飛騨地域では酪農家や黒毛和種繁殖農家と自給飼料生

産法人が耕畜連携し、ＷＣＳの栽培調製及び給与を推進し

ている。  

そこで、水田において収穫間近のＷＣＳ用稲の成育状態

を調査し、生産者らに説明した。  

生産者が専用品種の特徴を活かしたＷＣＳ品質向上を

実践できるよう革新支援専門員は農業普及課と連携し支

援する。                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の重点活動   

新たなブランドづくり   

【第４回米コンひだ 

金賞受賞者】 

【ＷＣＳ用稲の 

栽培・収穫技術の指導】 



【熱心に話を聞く参加者】 

【栽培方法の説明状況】 

■担い手 農業女子と出会える「農婚」を開催 

飛騨管内に在住する男性農業者を対象に、岐阜県での就農と

結婚を希望する女性との出会いの場として 10月６日（日）に農

業体験・婚活イベントを開催した（岐阜県農業経営課主催）。   

当日は男性11名、女性12名が出席し、古民家で郷土料理を味

わいながらの交流会、トマト収穫体験や古い町並み観光等を通

じてお互いの自己ＰＲや交流を図った。開催の１週間前には、

男性、女性に分かれて「事前コミュニケーション講座」が開催

され、会話のポイントやコミュニケーションの取り方等を学ん

だ。終了後のアンケートでは、フレンドリーで優しい人が多か

った、もっと時間にゆとりが欲しかった、今後は農家への嫁入りや移住によって農業に

関わりたい等の意見が多かった。 

農業普及課では、農業経営課と連携しながら企画や準備、男性農業者の募集や当日運

営の支援を行い、今後もイベント後の状況を継続して確認していく。  

 

 

 

■飛騨トマト研修所 地元の古川小３年生児童にトマト収穫体験 

飛騨トマト研修所では、去る 10 月４日（木）に古川小学校３

年生の社会見学を受け入れた。 

児童 65 名を対象にトマトの栽培方法や「飛騨トマト」の生

産・販売状況、トマトの収穫方法について説明（農業普及課対

応）を行ったのち、古川小教員と連携してひとりひとりに収穫

体験を実施した。 

児童からは、飛騨地域がトマトの主力産地であることを初め

て認識した様子で、「トマトの作り方が良くわかった」、「飛騨地域

でたくさん作られていてびっくりした」、「トマト農家になりたく

なった」等の感想が聞かれた。 

 

 

 

■高山４Ｈクラブ 岐阜県農業フェスティバルへの出展                              

 10 月 27 日（土）に、県庁周辺で開催された岐阜県農業フェ

スティバルに高山市内の若手生産者組織「高山４Ｈクラブ」が

出展を行った。クラブ員等が生産した、ほうれんそう・トマト・

米等を並べ、訪れたお客さんと対話をしながら販売を行った。

品種や食べごろ等の説明をしながら販売を行い、他地域の方へ

飛騨の野菜をＰＲする機会となったとともに、消費者の反応を

直接感じる機会となり、今後の栽培意欲の向上につながった。 

農業普及課では、今後も視察研修や夜間勉強会等の高山４Ｈ

クラブ活動を通じて、若手農業者間の交流や自己研鑽につながる

よう支援を行っていく。 

 

 

 

 

多様な担い手づくり   

【農産物販売の様子】 



【目揃え会の様子】 

■ＧＡＰ 高校生がＧＡＰ取得チャレンジシステムの申請実施 

 10 月１日（月）に飛騨高山高等学校において、生物生産科

３年生がＧＡＰ取得チャレンジシステムの申請を実施した。 

飛騨高山高等学校では課題研究としてＪＧＡＰ（家畜・畜

産物）を３年生５名が取り組んでおり、ＧＡＰ取得チャレン

ジシステムのチェック項目が全て「適合」になるよう昨年度

から専門員が実践指導してきた。 

今回はチェック項目が全て「適合」になったため、（公社）

中央畜産会に対して、Ｗｅｂ上で生徒らが自ら認証申請を行っ

た。今後、ＪＧＡＰ審査員による現場確認が実施される予定で

ある。 

革新支援専門員はＪＧＡＰ（家畜・畜産物）指導員として、ＧＡＰ実践について指導

する。 

 

 

 

■大豆 大豆の収穫が始まる 

 古川町大豆生産組合は、 10月 12日（金）に大豆収穫会議

を開催し、飛騨市内で大豆を栽培する生産者が今年の収穫

作業について検討した。農業普及課では大豆の生育状況を

解説し収穫時期の判定法など適期収穫についての指導を行

った。  

今年は、７月上旬の豪雨により播種期が分断されたこと

に加え、秋季に長雨となったことから成熟が一様でなく、

収穫時期の判定が難しい状況となっている。大豆の収穫作

業は 10月 22日（月）から始まり、生産組織ごとに順次行な

われる予定である。  

 

 

 

 

 

 

 

■りんご 各地でりんご「ふじ」の出荷が目前 

 産地の主力品種である品種「ふじ」の本格的収穫を目前に、

ＪＡひだ果実出荷組合協議会の各組合では、目揃え会が開催さ

れた。 

目揃え会では、生産者が果実を持ち寄り、選別規格表に沿っ

て熟度や形状、さびの発生程度などの観点から果実を選別し、

出席者全員で目揃えを行った。「ふじ」は、贈答需要も高いため、

選別精度の向上を目指し、完熟果実の収穫の徹底が図られた。 

農業普及課では、今後も引き続き、栽培技術に関する指導を

行い、りんごの安定生産及び品質向上に向けた支援を実施する。 

 

 

 

売れるブランドづくり 

【大豆収穫会議と収穫
作業の様子】 

【高校生が GAP 申請実施】 



【現地指導の様子】 

 

 

■山ブドウ ＪＡひだ農業まつりで“飛騨山ブドウ”の魅力を発信！ 

飛騨山ブドウ研究会では、山ブドウの魅力を発信するため

に例年“ＪＡひだ農業まつり”に出展しており、今年は 10

月 20 日(土)、21 日(日)の 2 日間に渡ってＰＲを実施した。 

当日は、生のブドウや山ブドウジュース、高校生が開発し

たアイスの販売を行い、店頭を訪れた消費者に山ブドウ独特

の風味が楽しめる加工品の魅力についてＰＲした。 

また、高校生が試作した山ブドウのステーキソースの試食

も同時に実施されており、試食した消費者からは改善のため

の様々な意見が寄せられていた。 

山ブドウの知名度向上に向けて、農業普及課では今後も継続してＰＲの実施や、栽培

技術向上に向けた支援を行っていく。         

 

 

 

■ＧＡＰ 県ＧＡＰの審査に向けた現地指導 

飛騨地域では生産者の岐阜県ＧＡＰの導入を進めており、こ

れまでに１軒の生産者が岐阜県ＧＡＰを取得している。 

取得を目指す生産者は着実に増加しており、平成 30 年度第３

回目の農場審査に向けて、３軒の農家を対象にして普及指導員

から改善に向けた助言を行っている。 

取得を目指す生産者からは「事故が起こってからの対応では

遅いので、ＧＡＰを導入して事故のリスクを減らしていきたい」

といった意気込みがうかがえた。 

農業普及課では生産者の経営改善に向けた支援を引き続き

行っていく。                  

 

 

 

■夏秋トマト トマト栽培研究班実績検討会開催 

 飛騨地域では各地区のトマト部会において、地域の栽培

上の課題に対し組合員自ら実証圃などを設置し問題解決に

取り組んでいる。丹生川トマト部会では、各地区支部から

選出された生産者から構成される栽培研究班で今年度の課

題、テーマを検討し、取り組み内容、実証内容を決めてい

る。本年は土壌溶液分析による適正施肥試験を中心に土壌

病害対策、マルハナバチ管理などに取り組み、その成果に

ついて協議・検討を行った。今後、農業普及課では、デー

タ分析、取りまとめ等で協力し、地域の課題解決に向けて

支援していく。                 

 

 

 

 

 

 

【栽培研究班実績検討会】 

【農業まつりでの 

出展の様子】 



 

 

■夏秋トマト 高山トマト部会ヘルシートマト班視察研修会実施  

 高山蔬菜出荷組合のトマト部会ヘルシートマト班で 10 月 

11～12 日に市場着果調査と養液栽培の視察研修会を行った。 

 ヘルシートマト班は食味にこだわり、桃太郎ファイトの栽

培について、使用する資材を取り決めて生産しており、北名

古屋市場の仲卸会社で着果調査と荷姿の検討を行った。なか

でもＳ玉のパック詰めが良い評価で、生産段階では敬遠する

規格が高い評価に生産意識の改善が見られた。 

 また、海津市の岐阜県就農支援センターで新規就農を目指

した研修概要と養液ポット耕のほ場視察を行い、県ＧＡＰ基

準の生産管理と多収栽培の可能性を学んだ。 

 

 

 

 

■ほうれんそう 緩効性肥料試験の取り組み                               

 飛騨ほうれんそう産地では、長年ぎふクリーン農業基準に基

づく施肥管理を行ってきたが、将来的には更に効率が良くて環

境に優しい施肥技術の確立を目指していく必要がある。 

そこで、農業普及課では県農業技術センターと連携し、緩効

性肥料試験の現地試験に取り組んできた。試験で用いた肥料は

施用後３作目までは肥効が持続するため、施肥作業の省力化と

過剰な肥料分の抑制につながることが期待できる。 

 現地試験結果からは、従来肥料と同等以上の収量が得られる

ことが確認できている。今後調査を継続し、普及の可能性につ

いて検討していく。                

 

 

 

 

■飛騨牛 肉用牛肥育農家を巡回指導 

 10 月 26 日（金）、30 日（火）に高山市の肉用牛肥育農家 16

戸に於いて、産肉能力検定現場後代法に係る肥育牛の調査及び

飼育指導を行った。 

 岐阜県では飛騨牛改良推進事業で、種雄牛候補の産子を肥育

農家で肥育し、増体や枝肉形質を調査して、種雄牛候補の能力

を判定し、新しい種雄牛の造成を実施している。 

今回は、畜産研究所、高山市、ＪＡと連携して肥育牛の個

体確認と肥育状況の調査を行い、肥育農家に説明した。 

 革新支援専門員は、飛騨牛の品質向上を支える新たな種雄牛

造成に協力し、その飼育管理技術の指導を行っていく。 

 

 

 

 

 

【着果調査の様子】 

【現地試験圃場の様子】 

 

【肉用牛肥育農家の 

巡回指導】 



■秋神地区獣害対策委員会 秋神はサル害対策あきらめません！                               

 10 月 24 日（水）に高山市朝日町秋神地区の西洞公民館で、

サル対策のための大型囲いわな導入について、住民と県、高

山市の計 12 名が検討を行った。 

秋神地区は数年来サルが急激に増え、箱わなでの捕獲や駆

除はしているものの、群れによる大規模な農産物被害を受け

るとともに、集落の中にも常時サルが徘徊する現状となって

いる。 

そこで、農業普及課では一度に 15 頭が獲れることもある

大型囲いわなの導入を提案し、秋神地区の西洞を中心に取

り組むこととなった。この最新の大型囲いわなは、群れが出入りするまで餌付けする必

要があるが、軽量で簡単に移動でき、これまでの定説とは異なりサルの被害を軽減する

ことが実証されている。農業普及課は大型囲いわなの導入によって確実にサルの被害を

減らせるよう、住民主体の実践的な捕獲体制の確立を支援していく。 

 

 

 

 

住みよい農村づくり      

【おおっこんなに獲れるのか！】 


